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２ 研究の実際 ＞ (２) 活動プログラムの実際 

ア 授業実践のイメージ                                 

授業実践に当たり、児童生徒の実態や発達の段階に応じて、ペアやグループを意図的に構成し活動さ  

せました。①怒りについて知る、②トラブル未然防止のスキル、③トラブル解決のスキルの各学習内容

に合わせて、その都度グルーピングを行いました。各学習内容と児童生徒同士の関係性とを併せてグル

ーピングすることにより、ロールプレイングやシェアリングを円滑かつ効果的に進めました。 

 

 

 

           

・「トラブルについてのアンケート」 

・「Ｑ－Ｕ」アンケート 又は 

       「がばいシート」 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「トラブルについてのアンケート」 

    ・「Ｑ－Ｕ」アンケート 又は 

       「がばいシート」 

 

グルーピング(３回目) 

※活動で扱う場面と日常生活

におけるトラブルの場面を

考慮してグルーピングを行

う 

グルーピング(２回目) 

※活動で扱う場面と日常生活

のトラブルの場面を考慮し

てグルーピングを行う 

※アンケートの項目と担任の

観察からアセスメントし、

最初のグルーピングを行う 

活

動

プ

ロ

グ

ラ

ム

実

践 

グルーピング(１回目) 

グルーピングのための 

アセスメントシート 

※活動した相手や活動への振

り返りを児童生徒に問い、

次回のグルーピングへ生か

す 

活

動

前 

ＰＩＧ
ピ グ

シート① 

グループ活動 
アンケート(１回目) 

※活動した相手や活動への振

り返りを児童生徒に問い、

次回のグルーピングへ生か

す 

ＰＩＧ
ピ グ

シート② 

グループ活動 
アンケート(２回目) 

グループ活動 
アンケート(３回目) 

授業実践前後の変容 

①怒りについて知る 

授業の実際① 

②トラブル未然防止 

のスキル 

授業の実際② 

③トラブル解決の 

スキル 

授業の実際③ 

※活動した相手や活動への振

り返りを児童生徒に問う 

【事前アンケート】 【グルーピングのためのツール】 
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本研究では、活動プログラムの中で怒りの感情や児童生徒の身の回りによく起きるトラブルの場面を

取り扱いました。特に、トラブルの場面を再現するロールプレイング等の活動を進めるに当たり、児童

生徒の心理面に配慮することが不可欠であり、活動するペアやグループの構成が重要であると考えまし

た。 

 

    

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

心を扱うデリケートなプログラムだからこそ、大事にしたい！ 

学習のねらいをより達成するために 

児童生徒の心理面に配慮するために 

・日頃の関係性 △ 
・怒りやすいタイプ同士 
・最近イライラした様子が 

見られた者同士 
・怒った時に暴れたり、人や

物を傷付けたりする者同士 

①怒りについて知る 怒りの温度計 

・トラブルのときに抱く怒り
の感情を客観的に捉える 

・怒りへの対処法を知る 

 

②トラブル未然防止 
のスキル 

トラブルにならないような 
話し方・聴き方を練習しよう 
（ロールプレイング） 

・対人関係の基本的なス
キルや対人関係の問題
場面でのスキルについて
学習する 

③トラブル解決 
のスキル 

友達のトラブルを解決する方法を 
練習しよう（ロールプレイング） 

・トラブルの場面での第三
者（メディエーター）として
関わるためのスキルにつ
いて学習する 

 

・日頃の関係性 ◎ 
・押しつけさん＆さわやかさん 
・もじもじさん＆さわやかさん 

避けた方がよい組み合わせ 

望ましい組み合わせ 

避けた方がよい組み合わせ 

・日頃の関係性 △ 
・押しつけさん＆押しつけさん 
・もじもじさん＆もじもじさん 
・取り扱うトラブルの場面と 

同じような場面を経験した
者同士 
※あえて組む場合も有り 

望ましい組み合わせ 

・日頃の関係性 ◎ 

避けた方がよい組み合わせ 

・日頃の関係性 △ 
・取り扱うトラブルの場面と 

同じような場面を経験した者
同士 
※あえて組む場合も有り 

望ましい組み合わせ 

・日頃の関係性 ◎ 

【活動プログラムの流れ】 【関係性を考慮したグルーピング】 

グルーピングのポイント 


